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地域の緑と連携し潤いのある景観をつくりだす

昼間は空を切り取る白いスラブが、
夜は緑影を映し出すスクリーンとなる中庭夜景

脱炭素ライフを実践できる次世代型健康住宅

中庭 断面イメージ

都心の閑静な住宅街に建つ賃貸集合住宅である。高密度に積層された住環境にありながらも、入居者自らが省CO2に貢献し、快適で健康に生活できる都心型中層集合住宅のプロ
トタイプとなることを目指した。ロの字型の住棟に囲まれた中庭には、防犯性とプライバシー性を高める立体緑道（フライングコリドー）を計画し、光・風・緑を取り込む開放

的な中間領域とした。
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中庭に対して大きく開かれた住戸構成とし、中庭を経由した光と風を内部に取り込む明るい住空間を実現した。中庭へは住棟間のスリットや吹抜から

快適な光と風がはいり、住民の健康と樹木の健全な育成に寄与する。住戸内設備の屋外機は中庭側に設置せず、住戸バルコニーの設備ユニット内に隠

蔽配置することで外観デザインのアクセントとし、周辺環境へ圧迫感を軽減した。

建物の高気密高断熱化と高効率設備機器の採⽤によりBEI=0.24を達成し、非分譲大規模集合住宅（延床3,000㎡以上）としては国内初のNearly ZEH-M
の認証を取得した。

太陽光パネル

屋根

鋼管柱

吹抜け

中庭緑化

フラットスラブ
（フライングコリドー）

外壁緑化

風を取り込む隙間

住棟

【高断熱な窓】
木製サッシ+ ダブルLowE トリプルガラス

【太陽光パネル】170kW

【玄関扉の通風口】
  中間期の自然通風を促進

【エコキュート】
太陽光発電電力と住宅版EMS により
日中にエコキュートを運転し貯湯利⽤

4階
天井高2.54m/2.25ｍ

界壁・界床の断熱

【南棟】【北棟】

【立体緑道】
光、風、緑、四季を感じる中庭
鋼管柱＋フラットスラブ

一括受電キュービクル
防災対応蓄電池

【フライングコリドー】防犯性と快適性の向上

【中庭】

1階～3階
天井高2.4m/2.1ｍ

最高高さ
11.98m▼

【外壁断熱材】
  75mm

光と風と緑をたのしむ中庭

評価項目
特に重視し
たデザイン
の視点

評価項目に対する設計者のデザイン意図 自己評価欄

（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記述してください。）
普通

優れて
いる

卓越して
いる

小計

０ ＋１ ＋２

Ａ.感性軸（造形）
Form

01審美感 ☆
中庭は7つの吹抜けが切り取る空と、緑のレイヤーが重なり合う緑量感のある立体緑道により、フロアごと

○ 2 
に視野に入る空の割合と緑の割合が変化し、移動するごとに徐々に変わる景色を楽しむことができる

02調和性 ☆
外構計画と一体化した緑視率の高いファサードデザイン、建物ボリュームの圧迫感を軽減し、周辺景観に

○ 2 
調和する外装形状

03独創性 ☆
光・風・緑を取り込む開放的な中間領域である中庭、緩やかな曲がる通路と吹抜けの樹木により住戸間

○ 2 
を緩和する。北向き住戸でも中庭から南面採光を確保し、明るい住環境を実現した

04象徴性
機器を集約したバルコニー設備置場を飛び出させた段状のファサードにより外観にリズムを与え、また外構

○ 2 
接道部から外壁まで連続する植栽配置によって高い緑視率を確保した

05完成度 ☆
「脱炭素ライフを実践できる次世代型健康住宅」をコンセプトとし、永く選ばれる住環境を目指した

○ 2 
中庭の設備機器は徹底して間接設置とし､建築と一体となった空間演出をしながら機能を確保した。

Ｂ.機能軸（技術）
Technology

06機能性 ☆
中庭のフライングコリドーは高い防犯性・プライバシーを確保し、光と風を取り込む快適な住環境を実現した。

○ 2 
通風扉を含む住戸玄関廻りに2住戸分のメーター類と間接照明をメーターBOXにコンパクトに集約した

07効率性 ☆
HP給湯器は日照のある日は全体的に気温の高い昼間に湯沸しをシフトするため、高効率でヒートポンプを

○ 2 
運転できる

08利便性
住戸個室の間仕切りは極力可動間仕切りや引き戸とし、住まい方を規制しない自由度の高いプランとした

○ 2 
玄関扉脇に設けた専⽤通風扉を活⽤することで、セキュリティを確保しつつ、自然風の取り込みが可能

09安全性 ☆
HEAT20 C3を満たす高い外皮性能により冬期の室内温度にムラが少なく安定しており、高齢者のヒートショックの

○ 2 
リスクが少ない ４LDKには全室空調を採⽤した

10先導性 ☆
非分譲大規模中層集合住宅（延床3,000㎡以上）として国内初のNearly ZEH-Mの認証を取得。

○ 2 
AIを⽤いた建物負荷予測により天候に合わせてHP給湯器の湯沸時間をシフトし、創エネの地産地消を促進

Ｃ.社会軸（環境）
Environment

11環境負荷 ☆
高断熱・高気密、自然換気利⽤促進、創エネの自家消費促進、高効率設備機器の採⽤により

○ 2 
建物負荷を低減し、脱炭素を図っている

12資源消費
太陽光発電を採⽤・マネジメントシステムを⽤いた消費電力のピークシフトを実施 自家消費促進

○ 1 
住戸の水廻りには台所水栓、洗面水栓、風呂シャワーに節湯水栓を採⽤し、水使⽤量を抑えている

13地域環境性 ☆
近隣都市公園・近隣緑地の生態を調査し、地域と連携した緑・生物のネットワークを醸成・拡大

○ 2 
沿道・外装を緑化し、潤いのある景観を創出 太陽光発電パネルの低傾斜設置により近隣への光害を排除

14ﾕﾆﾊ゙ ｻーﾙ性
多世代入居を促進する住戸バリエーション、多様なライフスタイルに追従する可変性の高い住戸プラン

○ 2 
エレベーターは利⽤しやすさを考慮して2基を設置。

15先進性 ☆
入居者自らがCO2に貢献し、快適で健康に生活できる都心型中層集合住宅のプロトタイプとなる価値の

○ 2 
創造を目指した

Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ
2,900mmの階高に機能を納め、共⽤廊下はスラブ直天仕上げとし、躯体や仕上を低減している

○ 1 
法的条件を満たしながら最大専有床を確保し事業性を確保したうえで快適な中庭を創出した。

17ﾗﾝﾆﾝｸ゙ ｺｽﾄ ☆
高断熱、高気密、自然光導入、自然通風促進により住戸の空調使⽤が抑えられ、ランニングコスト低減。

○ 2 
吹抜からの自然光・自然通風を取り込み、共⽤部の空調照明使⽤を押さえランニングコストを低減

18維持管理
中庭の植栽は健全な育成を確保しながら維持管理のしやすい樹種を選定した。共⽤部からのメンテナンス

○ 2 
がしやすい設備レイアウトに加え、屋上設備への安全なメンテナンスルートを確保した

19耐久性
耐久性安全性を確保するRC壁構造の採⽤。住戸内空調機は更新しやすい汎⽤機種を露出設置

○ 2 
木製サッシは雨掛かり設置を極力避け、防汚性能を持つ塗料を含侵させて耐久性を高めた

20ＬＣＣ ☆
建物一次エネルギー消費量の実績値は計算値には及ばないものの基準建物に比べ37％を削減している。

○ 2 
製造時のCO2排出が少ない低炭素型コンクリートを採⽤し、25tのCO2を削減
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建築概要

建物名称

建物⽤途

構造

階数

敷地面積

建築面積

延床面積

最高高さ

玄関扉に
自然通風ガラリ自然通風ルーバー中庭・バルコニー窓

周辺地域風解析 計画
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中間期温湿度分布(自然通風なし) 実測

平均放射温度: 25.7 ℃
平均風速: 0.0m/s  
代謝量: 1.0 met 
着衣量: 0.85 clo 
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中間期温湿度分布(自然通風あり) 実測

快適時間割合

40.7%

平均放射温度: 25.4℃
平均風速: 0.05m/s  
代謝量: 1.0 met 
着衣量: 0.85 clo 
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⚫ 近隣都市公園・緑地の生態調査を行い、地域と連携した生物多様性のネットワークを
拡大するランドスケープデザインとした。

⚫ 地域から建物外壁、中庭へと緑をつなげ、都市部のグリーンスポットとしてうるおい
のある景観を創出した。維持管理しやすさを徹底し、緑環境の健全性維持に配慮した。
在来種を中心に、地域の生態と連携する樹種選定を行い、レインガーデンや巣箱の設
置等、小鳥や昆虫の生息に適した環境としている。

生物多様性ネットワークの拡大

都市緑地ネットワークの醸成
都市のグリーンスポット

代々木
公園

代々木
参宮橋
テラス

緑道

バードバス
レインガーデン

巣箱

⚫ 専有部の窓には木製サッシとLow-E トリプルガラス（Uw＝
1.2W/㎡･K）を採⽤し、外壁の高断熱化を図った。壁床の断
熱仕様としては、熱橋対策と併せて、外壁・屋根・界壁・界
床の断熱厚さをそれぞれ75mm、50mm、20mm、20mmとし
ている。最終的な住戸全体のUA値は、HEAT20の断熱基準の
C3を上回る0.25W/㎡･Kを実現している。

⚫ 気密性について、代表住戸において竣工時に実施した気密試
験では、C値（相当隙間面積）は0.61c㎡/㎡となり、HEAT20
にて目標値とされている気密性能を有していることが確認で
きた。

⚫ 建物の断熱効果を把握するため、代表住戸にて約2年間のモニタリングを行った。実測結果によると、12月から翌年3月の
121日間において、住戸エアコン総使用時間は102.6時間で、1日平均0.9時間であった。冬季に間欠的なエアコン使⽤で
あっても、室温を21℃以上に保つことができ、各部屋の温度差も小さいことが確認できた。夜間の外気温が下がっても室
温低下が抑制され、起床時に18℃以上の室温とすることができている。

気密性実測温熱環境実測

凡例 部位 断熱材
熱伝導率

[W/(m・K)]

材厚み

[㎜]

屋根(非歩行) 外断熱　押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種bA 0.028 50

外壁 内断熱　吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材 A種1H 0.026 75

界壁 内断熱　吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材 A種1H 0.026 20

床 外断熱　押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種bA 0.028 100

界壁(見上げ) 内断熱　吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材 A種1H 0.026 20

界壁(ピット) 外断熱　押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種bA 0.028 100
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撮影日時：2023/2/22 16時頃（竣工前）
外気温：8℃程度
状況：空調ON、下階住戸および隣住戸は空調OFF

冬期の室内側窓近傍の熱画像

屋根 U=0.36W/m2･K 外壁 U=0.32W/m2･K

部位別の断熱材仕様

木製サッシと
Low-E トリプルガラス

⚫ 入居率が8割に達した2023年7月から1年間の一次エネルギー
消費量の実績では、その他（調理・家電）を含む実績値は太
陽光発電電力の自家消費分をキャンセルした正味の値では、
基準値より37.5％削減となった。

⚫ 住戸毎の年間電力消費量は住戸間のばらつきが大きい。個々
の生活スタイルの違いにより電力消費の傾向に差がついてい
ると予想する。

⚫ 1LDK・2LDKの住戸は半分以上の住戸が、4LDKの住戸はすべ
ての住戸がZEH計算の基準値を下回っている。3LDKの住戸は
基準値を7住戸中5住戸が上回っている。

中庭の照明は通路脇植栽帯に設置した支柱付きスポットライトによるアッパーライトと住戸玄
関脇メーターボックスと一体にデザインした縦型間接照明のみで構成した。また、各住戸の中
庭に面する居室には色温度を揃えたＤＬを実装し、中庭夜景を整える配慮を行った。
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年間一次エネルギー消費量 計画
デジタルサイネージ全館空調 室内機

住戸規模（LDK）毎の平均住戸の
年間電力消費量 実績

※2024年3～6月の実績値は建物全体の値のみを有していたため、23年7月～24年2月
の専有部と共⽤部の比率を⽤いて専有部と共⽤部を割り振っている。

年間一次エネルギー消費量 計画と実績
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⚫ 屋上太陽光発電設備の発電電力の自家消費を促進するため、受電方式に一括受電方式を採用し、一括受電会社の高圧受変
電設備を介して発電電力を専有部と共用部に供給している。

⚫ 新規開発したエネルギーマネジメントシステム（以下EMS）により建物消費電力と太陽光発電量を予測し、住戸のエコ
キュートの湯沸しを建物の受電電力が平準化されるように制御することで、自家消費を高めている。

⚫ 実績について晴天日には日中に、雨天日には分散して湯沸しをスケジュールし負荷を平準化している。

⚫ 年間の自家消費率の分析の結果、本EMSの導入によって太陽光発電全体に対する自家消費率は69%から81%へ、12%向上
する効果を確認できた。
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⇒夜間に大きなピーク

●ＨＰ給湯器を
夜間運転とした場合

●ＨＰ給湯器を日中に
固定スケジュールで
運転した場合

⇒太陽光発電が少ない日の
日中に大きなピーク

⇒日ごとの条件に合わせて
制御する

晴天日の実績（2023年10月16日） 雨天日の実績（2023年10月9日） 年間の実績（2023年4月～2024年３月）
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HP給湯器:日中に集中

建物負荷

太陽光

受電電力平準化
太陽光:発電量少

建物負荷

HP給湯器:長時間に分散

受電電力平準化

69% 31%

19%81%

自家消費率12%向上

自家消費(3～5月)

売電(3～5月)

自家消費(6～8月)

売電(6～8月)

自家消費(9～11月)

売電(9～11月)

自家消費(12～2月)

売電(12～2月)

EMS無し
（想定）

EMS有り
（実績）

実績 実績 実績

太陽光発電の自家消費を促進するエネルギーマネジメント

HP給湯器本体

EMSの仕組み

ＨＰ給湯器 電力消費量予測

ＡＩ予測
モデル

•建物消費電力
•太陽光発電量
•外気温湿度
•日射量
•天気予報

•HP給湯器
電力消費量
•外気温湿度

⑴

⑵

⑶

⑽

受電電力が最も平準化されるように制御
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量
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h
]

HP給湯器 最適湯沸し運転
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建物電力（給湯以外）＋太陽光

太陽光発電量

ＨＰ給湯器群制御システム

都市緑地ネットワーク・生物多様性ネットワークの醸成・拡大 自然通風による脱炭素ライフの実現

⚫ 設計段階において、周辺建築を含むCFD解析を
実施し、計画敷地の風向と風速状況を分析した。
セキュリティを確保しつつ、自然風を室内に取
り込むことを両立するため､玄関扉の横に自然
通風ガラリを設置し、居住者が積極的に自然通
風を行えるよう配慮した。

⚫ 住戸内のクロスベンチレーションを実現するた
め、換気回路網解析を行い、自然通風の有無に
よる室内温度と居住者の快適時間を解析した。
自然通風を利⽤した室内熱排除により、室内熱
環境が大幅に改善されることが予測された。

⚫ 実測結果によると、窓の開閉を自主的に制御できる日中におい
て、自然通風の利用時間は利用しない時間よりも長かった。

⚫ 5月の測定期間中、居住者は空調を使わず自然通風を行う際、
室温は全体的に低下し、快適域に収まる時間の割合は32.5%か
ら40.7%に増加した。

⚫ 居住者が自主的に環境調節を行うことで、空調に依存せず自然
室温下で快適な居住環境を実現でき、自然通風が建物の空調負
荷削減と快適時間延長の有効な手段であることが証明された。

自然通風解析結果（左：室内温度 右：快適時間） 計画
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創エネ・高効率設備の採用とNearly ZEH-M認証の取得

⚫ ノンフロン断熱材の使用、木製サッシの採用によ
る高断熱化を行い、自然通風による脱炭素ライフ
を実現することで、基準案からホールライフカー
ボンを削減している。（J-CAT標準算定法）

⚫ 太 陽 光 発 電 や EMS の 導 入 に よ り、Embodied 
Carbonは増加するものの、自家消費率を向上す
ることで、ホールライフカーボンの削減に寄与し
ている。（J-CAT詳細算定法） ホールライフカーボンの比較(標準算定法)計画 実績 電気工事に関わるホールライフカーボンの比較(詳細算定法)計画

ホールライフカーボンを削減する脱炭素ライフ

⚫ 本建物のホールライフカーボン算定結果は、基準案に対して21%削減の75.9kgCO2/㎡年である。オペレーショナルカーボンは実績値を反
映した。（J-CAT標準算定法）

（2023年7月～2024年6月）計画 実測

-400

-200

0

200

400

600

800

1000

基準値 設計値 実績値 実績値（正味）

年
間

一
次

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量
[M

J/
㎡
] -37.5%

544

建物全体

の正味の

消費量

768

594

871

専有部
（その他含む）

太陽光

発電
太陽光発電(自家消費分)

太陽光発電（売電分）

専有部

UP分

消費

発電

太陽光発電

（自家消費分）

共用部
（その他含む）

1000

800

600

400

200

0

-200

-400年
間
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

[M
J/
㎡

]

基準値 設計値 実績値 実績値(正味) 一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

(M
J/
㎡

/y
e
a
r)

高断熱・高気密による室内環境向上および空調負荷削減

中庭の光・風・緑を最大限享受できる住戸居室

季節・時間により変化を楽しむことができる中庭

住戸アプローチ夜景

建築と緑に融合した中庭照明

⚫ 屋上には170kWの太陽光発電パネルを設置、オール電化集合住宅とし、専有部にはヒートポンプ給湯器、全熱交換器、
全館空調（4LDKのみ）、高効率エアコン、節湯水栓を採⽤し、省エネを図った。

⚫ 創エネ、建物の高断熱化、高効率設備機器の採⽤によりBEI＝0.24を達成し、非分譲大規模集合住宅としては国内初の
Nearly ZEH-Mを達成した。

⚫ 共⽤部のデジタルサイネージに太陽光発電自給率を表示し、居住者が脱炭素ライフを実感できるようにした。

中庭通路 (1階)

フライングコリドー (４階)

バルコニー外観

評価・レーダーチャート

代々木参宮橋テラス

共同住宅（賃貸86戸）

ＲＣ壁構造

４Ｆ

3983.68 ㎡

2136.18 ㎡

6913.49 ㎡

     11.98m

This is a rental apartment complex located in Tokyo where they can lead a lowenergy and CO2 with confortable and 
healthy. In a courtyard surrounded by theresidential buildings, a flying-corridor is inserted to improve security and 
privacy, and is designed as an open middle area that brings in daylight, wind,and greenery.

建築構成ダイアグラム

屋外設備機器を
隠蔽配置

21％

バードバス(鳥の水浴び) 風･蝶の抜け道 鳥の巣箱(シジュウカラ)

レインガーデン
屋根の雨を外構に放流＋自然浸透させ
雨天時にレインスケープを創出する

光と風を取り込み、緑が積層する中庭・立体緑道

代々木参宮橋テラス
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